
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用） 
 

Ⅰ．学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 垂水市立垂水中学校 
学 年 1 年 2 年 3 年 特殊学級 計 教員数 
学級数 ４ ４ ４ １ １３ 
生徒数 １２７ １３２ １２５ １ ３８５ 

２７ 

 

Ⅱ．研究の概要 

１．研究主題 

生きる力を支える確かな学力の定着 
～習熟の程度に応じた指導の工夫～ 

 
２．研究内容と方法 
(1) 実施学年・教科 
全学年全教科＜フロンティアスクールとして，他に普及していくためには，単一教科だけでは
不十分で，全職員で取り組む必要があるため。また，基礎・基本（学習指導要領に示す基礎的・
基本的な内容の定着）を図るためには，単一教科だけではなく教科全体を総合的にとらえてい
く指導が必要であるため。＞ 

(2) 年次ごとの計画 
 ○研究主題  
    生きる力を支える確かな学力の定着  
      ～基礎・基本の定着を図る指導の工夫～  
 ○研究内容・方法  
  ・教科の構造の把握  
   ①基本となる考え方・概念や知識・技能  
   ②単元，領域の中核となる内容  
  ・各種調査の実施  
    ①生徒の実態と変容  
    ②授業や家庭学習に関するアンケート  
  ・習熟の程度による少人数指導（数学）  
  ・Ｔ．Ｔ．による指導（英語）  

平 
成 
14 
年 
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  ・小中連携のあり方の研究  

指
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容
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握
・
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研
究 

 
 ○研究主題  
    生きる力を支える確かな学力の定着  
      ～習熟の程度に応じた指導の工夫～  
 ○研究内容・方法  
  ・習熟の程度に応じた指導の研究  
   ① 一斉授業における習熟の程度に応じた指導  
   ② 習熟の程度に応じた指導形態  
   ③ インターネットを利用した習熟の程度に応じ

た指導 
 

  ・評価の研究・実践  
  ・各種調査の実施  
  ・ＨＰ作成  
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15 
年 
度 

  ・選択教科の研究（教育課程）  

指
導
法
の
研
究
・
実
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都道府県名 鹿児島県 



   ・小中連携のあり方の研究   
     
     

 ○研究主題  
  （仮）生きる力を支える確かな学力の定着  
      ～習熟の程度に応じた指導の工夫～  
 ○研究内容・方法  
  ・授業の実践・検証  
   ①課題設定の仕方  
   ②教材・教具の研究  
   ③研究授業の実践と授業研究の深化  
  ・選択教科の研究（実践・検証）  
  ・各種調査の実施  
  ・ＨＰ作成  
  ・小中連携のあり方の研究  
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(3) 研究推進体制 
① 研究組織 
校 長  教 頭  研修推進委員会 全体研修    授業研究班 
            

家庭・地域連携   実態調査班 
 

  生徒指導 
委員会   

 
 

        

総合的な
学習の時
間検討会  広報班 

     学年研修    
         小中連携部会
     教科研修    

     
② 研究内容 
    授業実践を中心に基礎・基本の定着，習熟の程度に応じた指導の

研究 
 授業研究班 ・教員同士による授業参観 
  ・研究班員による模擬授業 
  ・研究授業の実施，授業評価指標の作成 
    生徒の実態調査と集計 
 実態調査班 ・実態調査表の作成 
  ・実態調査の実施，集計 
   研究内容の広報活動 
 広 報 班 ・小中連携による「研究だより」の発行 
  ・研究内容公開のためのホームページ作成 

 

Ⅲ．平成 15 年度の研究の成果及び今後の課題 

教科別学力検査の変容＜教研式学力検査ＮＲＴ＞（平成１２年度を０としてその伸びを示している。） 
教科 国 語 社 会 数 学 
学年 Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ 
1 年 ０ -1.1 -2.0 +1.5 ０ -0.4 -0.4 +4.7 ０ +3.5 +0.1 +3.6 
2 年 ０ +3.7 +6.2 +7.6 ０ -1.4 +3.6 +4.2 ０ +0.3 +2.2 +2.5 
3 年 ０ -3.1 +0.6 +3.3 ０ -0.6 +5.4 +6.5 ０ +0.4 +2.8 +2.7 
全体 ０ -0.2 +1.6 +4.1 ０ -0.8 +2.9 +5.1 ０ +1.4 +1.8 +2.9 



 
教科 理 科 英 語 
学年 Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ 
1 年 ０ +4.1 +4.0 +4.0 － － － － 
2年 ０ +1.2 +5.5 +2.2 ０ +2.6 +3.0 +1.3 
3 年 ０ +0.3 +1.2 +7.4 ０ -2.0 +2.2 +1.8 
全体 ０ +1.8 +3.5 +4.5 ０ +0.3 +2.6 +1.6 
 
○成果 
  （国語） 
    平成 14 年から平成 15 年は 2.5 ポイントの伸びを示した。 
  （社会） 
    平成 14 年から平成 15 年は 2.2 ポイントの伸びを示した。 
  （数学） 
    平成 14 年から平成 15 年は 1.1 ポイントの伸びを示した。 
  （理科） 
    平成 14 年から平成 15 年は 1.0 ポイントの伸びを示した。 
 

Ⅳ．学力把握のための学校としての取組 

   実態調査班による授業に対するアンケートの実施（平成１５年１０月） 
 
 

Ⅴ．フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

・学力向上推進協議会 
  日時   平成１５年１１月２１日（金） 

     場所   垂水中学校 
     研究主題 
          生きる力を支える確かな学力の定着 

         ～習熟の程度に応じた指導の工夫～ 
  発表内容 
   研究授業・授業研究 
    ２年 数学「図形の合同」  習熟の程度に応じた少人数指導 

     授業研究 
     指導講話 
 
・ＨＰ作成については，本校の紹介等のＨＰは作成してしるが，フロンティアスク  
ールとしての取り組み状況の紹介には今後作成する予定である。 

 

【新規校・継続校】  □ 15 年度からの新規校  ■ 14 年度からの継続校 
【学校規模】     □ 3 学級以下   □ 4～6 学級 
           □ 7～9 学級    □ 10～12 学級 
           ■ 13～15 学級   □ 16 学級以下 
【指導体制】     ■ 少人数指導   ■ Ｔ．Ｔによる指導 
           □ その他 
【研究教科】     ■ 国語   ■ 社会   ■ 数学   ■ 理科 
           ■ 外国語  ■ 音楽   ■ 美術   ■ 技術・家庭 
                      ■ 保健体育 □ その他   
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】   ■ 有   □ 無 
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